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三沢市教育委員会 令和２年度 ５月定例会 

 

１ 日  時  令和２年５月２５日（月）  １３時５６分 開会 

                      １５時０４分 閉会 

 

２ 場  所  三沢市役所 本館４階 第２会議室 

 

３ 出席委員 

    教 育 長                 冨 田   敦 

委   員                 立 花   肇 

    委   員                 相 沢 靖 恵 

    委   員                 黒 沢 のぞみ 

    委   員                 本 江   宏 

 

 

４ 出席職員 

  教育部長                  小 泉 厚 子 

  教育総務課 課長              種 市 明 人 

  教育総務課 副参事兼課長補佐        佐 藤 英 一 

学務課   課長              村 上 輝 仁 

学務課   課長補佐兼学務係長       田 代 まゆみ 

学校教育課 課長              太 田 浩 之 

学校教育課 課長補佐            桐 原 賢 哉 

生涯学習課 課長              山 本 京 子 

生涯学習課 課長補佐            池 田   修 

  学校給食センター 所長           小 島 一 人 

  学校給食センター 所長補佐         宮 古 順 一 

  教育総務課 副参事兼課長補佐（書記）    今 村 多美代 

  教育総務課 教育総務係長          鳴 海   拓 

 

５ 傍聴者  ２名 

 

６ 議事日程 別紙のとおり 
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【別紙】 

 

三沢市教育委員会 令和２年度５月定例会 議事日程 

 

第１ 開会 

 

第２ 会議録署名委員の指名 

 

第３ 会期の決定 

 

第４ 前回会議録の承認 

 

第５ 議事案件  

 議案第１号 ふるさと三沢大学生等応援給付金交付要綱（案）の制定について 

 

第６ 報告案件 

 報告第２号 令和３年度三沢市重点事業要望について（教育関係） 

報告第３号 三沢市奨学資金貸付条例の一部改正について 

報告第４号 給食費の無償化について 

報告第５号 教育長の主な活動報告（４月～５月）について 

 

第７ その他 

 

第８ 閉会 
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開会  １３時５６分 

                   

○日程第１ 開会 

 

■冨田教育長 

出席委員は定足数に達しておりますので、委

員会は成立いたします。 

ただ今から、令和２年度５月定例教育委員会

を開会いたします。 

お手元に配付してある議事日程により、会議

を進めます。 

 

                   

○日程第２ 会議録署名委員の指名 

 

■冨田教育長 

会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は、黒沢委員と本江委員を指

名いたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

                   

○日程第３ 会期の決定 

 

■冨田教育長 

会期についてお諮りいたします。 

会期は、本日２５日の１日でよろしいでしょ

うか。 

（「異議なし。」と声あり） 

それでは、本日の１日といたします。 

 

                   

○日程第４ 前回会議録の承認 

 

■冨田教育長 

前回会議録の承認についてお諮りいたしま

す。 

前回の会議録は、お手元に配付しております

が、会議録のとおり承認してよろしいでしょう

か。 

（「異議なし。」と声あり） 

ご異議ございませんので、承認といたします。  

 

                   

○日程第５ 議事案件 

 

■冨田教育長 

続いて、議事案件に移ります。 

議案第１号 ふるさと三沢大学生等応援給

付金交付要綱（案）の制定についてを議題とい

たします。 

事務局より、説明をお願いします。 

 

■教育部長 

 私からは、三沢市新型コロナウイルス感染症

対策に係る第１次・第２次緊急対策支援事業の

うち、教育環境に対する支援事業についてご説

明いたします。 

なお、詳細につきましては、この後、担当課

長等がご説明いたしますので、ご了承願います。 

まず、１つ目は、「三沢市奨学資金貸付額の

拡充」でございます。新型コロナウイルス感染

症の拡大の影響により、修学が困難となった奨

学生への貸付額を増額するため、本来であれば

議決事項ではありますが、専決処分にて条例の

一部を改正したところです。 

２つ目は、児童生徒の保護者の経済的負担を

緩和するため、「市内小中学校の４月、５月分

の給食費を無償」といたしました。このことに

より、１人当たりの支援額は、小学生は約６千

円、中学生は約６千８００円となります。 

 ３つ目は、大学生等の学業継続を応援するた

め、学生１人につき、１０万円を給付する、「ふ

るさと三沢大学生等応援給付金」でございます

が、要綱を制定し、申請期間を、本日から９月

３０日までとするところであります。 

簡単ではありますが、以上３件が、教育環境

に対する支援事業でございます。             
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■教育総務課長 

 議案第１号 ふるさと三沢大学生等応援給

付金交付要綱（案）の制定について、ご説明い

たします。 

提案理由といたしましては、新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響により、アルバイト等が制

限され、経済的に苦しむ大学生等に対し、国が

行う支援策とは別に、学生１人につき１０万円

を給付するものであります。 

お手元の資料の１ページ目をご覧ください。 

第１条は、趣旨についてです。 

第２条は、用語の定義についてです。大学等

については、大学院、大学、短大、専修学校、

予備校等とし、学生は、大学等に在学する者と

なります。保護者については、三沢市に住民登

録があり、かつ、当該学生を扶養している者に

なります。 

 第３条は、給付対象者についての定めであり、 

給付の対象となる学生は、市内小学校または中

学校を卒業し、かつ、市内に住所を有していた

者であること。申請日において、大学等に在学

している者であること。保護者については、令

和２年４月２７日において、三沢市の住民基本

台帳に記録されている者、かつ、学生を扶養し

ている者となります。 

第４条は、給付金の額及び回数についての定

めであり、学生１人あたり１０万円とし、１回

限りとなります。 

第５条から第１０条では、申請方法等につい

ての定めであり、給付金の申請は、令和２年５

月２５日から令和２年９月３０日までとして

おります。 

また、３・４ページは、申請書様式、５ペー

ジは、交付決定通知書になっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

■冨田教育長 

 ただ今の説明に対し、委員の皆様から、ご質

問等ございますか。 

■本江委員 

 学生の人数は、大体どのくらいを見込んでい

ますか。 

 

■教育総務課長 

 三沢市の大学生としては、市内中学校を卒業

した方のデータを基に、高等学校進学者数を推

計し、更に進学率を出し、およそ、８５０人と

推定しました。 

 

■冨田教育長 

 対象者が、およそ８５０人ということでござ

います。 

 

■立花委員 

 先ほどの説明で、聞き間違いだったかもしれ

ませんが、予備校生も対象に含みますか。 

 

■教育総務課長 

 予備校生も対象としますが、在学証明書を提

出できる方としております。 

 

■立花委員 

 どのような方法で、大学生等に周知するのか、

確認お願いします。 

 

■教育総務課長 

 先日、新聞にも掲載されておりましたが、市

のホームページ等を活用しながら、市内に在住

している保護者へ対し情報発信していきます。 

 

■立花委員 

 不公平感のないよう、漏れのないようにお願

いします。 

 

■教育部長 

 ただ今の件ですが、広報みさわ６月号に掲載

する予定でございます。また、９月３０日まで

の締め切りとした理由として、学生がお盆に帰
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省された時に、周知できるということで、期限

を９月３０日としております。 

 

■冨田教育長 

 再度確認しますが、市長の記者会見が、先日

２０日にあり、２１日に新聞に掲載されました。 

また、広報みさわ、市ホームページでも周知

します。部長からもありましたが、お盆に帰省

した際に、家族や友達からの口コミで広がるこ

ともあると思いますので、申請期限を９月３０

日までと長くして、準備をしております。 

 

その他、ございませんでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

それでは、お諮りいたします。 

議案第１号は、原案のとおり可決することに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、議案第１号 ふる

さと三沢大学生等応援給付金交付要綱（案）の

制定については、可決することに決しました。 

 

                   

○日程第６ 報告案件 

 

■冨田教育長 

続いて、報告案件に移ります。 

報告第２号 令和３年度三沢市重点事業要

望について（教育関係）を議題といたします。 

事務局より、説明をお願いします。 

 

■学校教育課長 

報告第２号 令和３年度三沢市重点事業

要望について（教育関係）をご説明いたしま

す。 

重点要望事項の「（仮称）県立イングリッシ

ュ・ラーニングセンターの設置について」です。 

 資料１ページの重点事業要望事項の進捗状

況調をご覧ください。 

 まず、これまでの経緯ですが、平成１３年度

から、「県立高等教育機関の設置」について、

要望して参りました。また、平成２４年度から

は「（仮称）青森県総合英語研修センター」を

加え、継続的に要望してきたところですが、県

では「語学能力や国際性を身につけた人材育成

の重要性は認めるものの、新たな県立高等教育

機関の設置については極めて厳しい」との回答

でありました。 

そこで、平成２９年度からは青森県における

英語教育拠点施設「総合英語研修センター」を、

平成２９年３月に改訂された学習指導要領の

主旨に沿って、さらに一歩進め、「イングリッ

シュ・ラーニングセンター」として要望してき

たところです。 

これに対し県からは、「宿泊施設や教育環境

の整った県総合学校教育センターを有効かつ

積極的に活用していく方針であることから、極

めて難しい状況にある」という回答を得ている

ところです。 

続いて２ページをお願いします。しかしなが

ら、「現状と課題」の１つ目の〇の３行目にあ

るように、国では、英語の基礎的・基本的な知

識・技能と、それらを活用して主体的に課題を

解決するために必要な思考力・判断力・表現力

など「使える英語の学び」の育成を重視してい

るところであります。 

また、三つ目の〇にあるように、本県英語教

育施策の方向性として、県内小・中・高英語担

当教員の英語力・指導力の向上に向けた支援の

継続、英語教育推進リーダー活用と校種を超え

た緊密な連携ネットワークの構築、中核教員・

英語専科指導教員研修協議会の開催等の施策

を行う予定となっており、県内実践型研修の拠

点を目指した「（仮称）県立イングリッシュ・

ラーニングセンター」の設置が必要であると考

えられます。 

また、三沢市では、これまで地域在住のネイ

ティブな人材を活用した「英語教育実践プログ
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ラム」を作成・実施し、成果を上げており、県

内実践型研修の拠点として最適であると考え

られます。 

 では、３ページ一番上の「具体的内容」をご

覧ください。今年度の重点要望の具体的内容は、

①から③のところに挙げた３つとなっており

ます。 

①児童生徒や教員の研修を行うための施設

『（仮称）県立イングリッシュ・ラーニングセ

ンター』の設置。 

②事業展開するための県担当者（指導主事）

を配置。 

③三沢市委嘱外国人の「英語指導助手」や「国

際理解教育講師」と県担当者（指導主事）が連

携した事業の推進。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ただ今の報告に対し、委員の皆様から、ご質

問等ございますか。 

 多少の文言は、毎年変えて要望してきており

ます。長年要望してきておりますが、県からは

なかなか厳しい回答が続いていて、県との根競

べの状況でございます。 

 

■本江委員 

 県担当者の配置とあるのは、県の担当者を三

沢市に配置するということですか。 

 

■学校教育課長 

 県立のイングリッシュ・ラーニングセンター

の設置を希望しておりますので、県職員の指導

主事を配置してほしいということです。 

 

■立花委員 

 これは、新たな建物を建設するのか、または、

今ある国際交流教育センターなどの建物等を

利用していくのか。構想としてはどうでしょう

か。 

■学校教育課長 

 こちらの意図としましては、新たにイングリ

ッシュ・ラーニングセンターの建設・設置を願

うものであります。ただ今後は、変更なども加

えていかなければならないかもしれません。 

 

■冨田教育長 

 その他、ございませんでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

それでは、ないようですので、報告第２号 

令和３年度三沢市重点事業要望について（教育

関係）の報告は、終わりといたします。 

 

次に、報告第３号 三沢市奨学資金貸付条

例の一部改正についてを議題といたします。 

事務局より、説明をお願いします。 

 

■教育総務課長 

 報告第３号 三沢市奨学資金貸付条例の一

部改正について、ご説明いたします。 

改正理由といたしましては、現在、奨学金の

貸付額は、高校生が１万円以内、大学生が３万

円以内となっていますが、新型コロナウイルス

感染症による、修学や生活への影響を考慮して、

本年６月から来年３月まで、貸付額を希望に応

じて、それぞれ２万円までを増額し、高校生は

３万円以内、大学生は５万円以内とするもので

あります。 

また、貸付金の返還についても希望者には今

年度中返還を猶予することにいたします。 

資料の１ページ目をご覧ください。新型コロ

ナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言を受け、

市民生活への影響が深刻化し、早急に対応する

必要があることから、地方自治法１７９条第１

項の規定により専決処分を行っております。 

 ２ページ目をご覧ください。議会への報告、

承認を求めることになります。 

 ３ページ目をご覧ください。条例の改正か所

といたしましては、附則の第５項として、「新
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型コロナウイルス感染症の影響を受け、経済的

理由により修学が困難であると教育委員会が

認める場合は、令和２年６月分から令和３年３

月分までの貸付額に限り、第３条第１項に規定

する金額を超えて奨学資金を貸し付けること

ができる。」を加えております。 

４ページ目は、新旧対照表になります。 

以上で説明を終わります。 

 

■冨田教育長 

 ただ今の報告に対し、委員の皆様から、ご質

問等ございますか。 

 

■相沢委員 

 返還のことについて確認したいのですが、貸

付額を増額するということですが、返還期間が

長くなるとか、返還に関して今までと変わるこ

とはありますか。 

 

■教育総務課長 

 大学生の場合、通常４年間の貸付に対し、1

年間猶予し、返還期間は、最長で８年間になり

ますので、増額を希望する場合は更に返還期間

が長くなるということでございます。 

  

■冨田教育長 

 簡単に申しますと、通常８年間の返還期間が、

増額を希望した場合、期間を延長して返還する

こととし、増額分の返還が負担にならないよう

配慮しております。 

 

その他、ございませんでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

それでは、ないようですので、報告第３号 

三沢市奨学資金貸付条例の一部改正について

の報告は、終わりといたします。 

 

次に、報告第４号 給食費の無償化につい

てを議題といたします。 

事務局より、説明をお願いします。 

 

■学校給食センター所長 

 給食費の無償化についてご説明いたします。

市の緊急対策支援事業による、経済・生活支援

事業として、保護者の負担を緩和するために、

市内小中学校の４月、５月分の給食費を無償化

します。 

１番目に、対象児童生徒数は、４月７日現在

で、小学校が２，０６７人、そのうち、準要・

要保護児童は、２７０人、中学校は、１，０８

０人、うち、準要・要保護生徒は、１６６人で

す。 

 ２番目は、無償化となる給食費の総額は、５

月上旬時点の試算で、１，７１０万２，６１１

円となり、４月分が、９日から１０日間で、５

７９万１，５４８円、うち、小学校が３６８万

４，９７８円、中学校が２１０万６，５７０円

です。５月分は見込み額ですが、１７日間分で

１，１１３万１，０６３円、うち、小学校が７

２４万１０７円、中学校が４０７万５６円です。 

 ３番目は、保護者一人当たりの４月・５月分

の支援額は、小学校が６，０８０円、中学校が

６，７５９円です。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ただ今の報告に対し、委員の皆様から、ご質

問等ございますか。 

 

■黒沢委員 

 私も、子供がおりますので、学校から連絡を

いただいておりました。内容については承知し

ておりますが、６月の給食費を含めて、差し引

きしてお支払いするということになっている

ようです。 

 学校側の事務手続きなどの時間確保につい

ては、大丈夫なのでしょうか。 

 



- 8 - 

 

■学校給食センター所長 

 学校さんにもご迷惑をおかけしております

が、先般、学校事務さんが集まる研修会に出向

き、お互いに意見交換し、進めております。 

 

■冨田教育長 

 補足ですが、集金方法や集金額については、

学校により違いがあり、各学校では、１年間分

の給食費を調整して集金しておりますので、６

月以降に順次集金していくようになっている

かと思います。 

 

■相沢委員 

 確認ですが、（３）は、保護者一人当たりへ

の支援額となっていますが、その支援の意味に

ついて教えてください。 

 

■学校給食センター所長 

 支援額となっていますが、例えば、小学校の

お子さんだと、支援額が６，０８０円となって

おります。その支援というのは、市が負担する

金額であるということです。 

 

■冨田教育長 

 本来であれば、保護者が支払うべき給食費を

市の予算で支払うということで支援額として

おります。 

 

 その他、ございませんでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

それでは、ないようですので、報告第４号 

給食費の無償化についての報告は、終わりとい

たします。 

 

次に、報告第５号 教育長の主な活動報告

（４月～５月）についてを議題といたします。 

今年から、このように教育長の活動報告も

することにいたしました。教育長の動きにつ

いても委員の皆様にお知らせしていきたい

と考えております。 

事務局より、説明をお願いします。 

 

■教育総務課長 

 報告第５号 教育長の主な活動報告（４月～

５月）について、ご説明いたします。 

お手元の資料をご覧ください。 

令和２年４月の主な活動につきましては、２

日 木曜日は、第６回臨時校長会を開催してお

ります。新型コロナウイルス感染症止に係る教

育活動の対応について協議しており、毎週、１

回の割合で継続して開催しております。 

３日 金曜日は、例年の防犯グッズで、「い

かのおすし下敷」の寄贈式を行っております。

また、１３日の弱酸性電解水、１６日のステビ

アキング（有機肥料）につきましても、同様に

寄贈式を行っております。 

７日から１３日までは、市内小中学校の登校

時において実施されました「輝く笑顔推進キャ

ンペーン」で、挨拶やいじめ防止など街頭から

声掛け活動に参加しております。 

５月の主な活動につきましては、１日に新型

コロナウイルス感染症に係る三沢市緊急対策

支援事業の記者会見での対応をしております。 

２１日は、令和２年度豊かな心を育てる生徒

指導研究推進会議に出席しております。 

２６日は、上十三地区教科用図書選択協議会

に出席予定となっております。 

以上で説明を終わります。 

 

■冨田教育長 

 事務局からは、活動の項目のみを報告させて

いただきましたので、私からは、５月２０日に

行われました、第１２回臨時校長会の中で、新

型コロナウイルス感染防止対応で話題になっ

たこと、確認されたことなどの６点についてお

知らせいたします。 

 １つ目は、私からのお願いだったのですが、

感染症防止対策を徹底し、学校の教育活動を維
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持していきたいということで、従来行ってきて

いる、手洗い・うがい・マスク着用等をお願い

しました。子供たちや保護者の方、先生方の安

心感の醸成や見通し・情報共有、教育相談の実

施を続けていきます。 

 ２つ目は、新聞等でも話題にされております

が、授業の遅れをどのように補充していくかと

いうことで、協議を行っておりましたが、三沢

市では、６日間程度を夏休みや冬休みに登校日

に設定、総合的に考え、小中学校ともに可能な

限り、同一日とし、給食も提供していきたいと

考えております。ただ、中学校は、色々な行事

等により難しい部分があります。 

 ３つ目は、修学旅行等の行事ですが、感染症

の発症の推移を注意深く見据えて思案・検討し

ていまして、現在は、保護者等と実施期間や行

先などを相談・アンケートなどで検討しており

ます。 

 ４つ目は、運動会ですが、当初５月または６

月で予定しておりましたが、９月または１０月

に延期し、半日の日程で短縮実施を予定してお

ります。これは既に保護者等にもお知らせして

いることです。 

 ５つ目は、中体連夏季大会についてですが、

全国、県中体連夏季大会の中止を受け、地区大

会は時期をずらし、競技毎に開催するなど検討

しておりますが、地区大会も開催できないとな

った場合は、代替案として、７月下旬や８月上

旬に市内の交流会の開催を検討しているとこ

ろでございます。 

 ６つ目は、参観日ですが、４月下旬の参観日

は、３密防止のため授業参観は中止しましたが、

中には保護者の全体会を実施していた学校も

ありました。７月予定の参観日は、各校で防止

対策を工夫しながら実施する予定です。 

 なお、夜間の学校体育館や朝野球等のグラウ

ンド開放は、５月２１日から、感染症対策をし

っかりと行った上で、使用を許可することとし

ております。 

 以上が、教育長の主な活動報告のうち、５月

２０日に行われた、第１２回の臨時校長会で話

題となったことや確認されたことです。 

 

ただ今の報告に対し、委員の皆様から、ご質

問等ございますか。 

（「なし。」と声あり） 

それでは、ないようですので、報告第５号 

教育長の主な活動報告（４月～５月）について

は、終わりといたします。 

 

                   

○日程第７ その他 

 

■冨田教育長 

 続いて、その他に移ります。 

委員にお知らせする事項をお手元に配付して

おりますので、教育総務課からお願いします。 

 

■教育総務課長  

 令和２年三沢市議会第２回定例会の日程に

ついてご報告いたします。 

 招集告示が５月２８日木曜日、議会開会が６

月８日月曜日、一般質問が６月１１日木曜日と

１２日金曜日、特別委員会が６月１５日月曜日

で予算、１６日火曜日は、条例となっておりま

す。議会の閉会日が６月１８日木曜日となって

おります。 

 以上が、議会の日程でございます。 

 

■学務課長  

 令和２年度の統計上の数字になる、５月１日

現在の三沢市立小中学校児童生徒数について

報告いたします。 

 小学校が２，０６７名、中学校が１，０８１

名、総数が３，１４８名です。こちらが、毎年

行われる学校基本調査上での児童生徒数にな

ります。  
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■学校教育課長 

学校教育課から、今後の研修等の予定につい

てご説明いたします。 

 今般の新型コロナウイルス感染症対策のた

め、当課の事業や研修会についても変更せざる

を得ない状況です。そこで、今後の研修等の予

定について説明しますので、本資料の最後の１

枚「学校教育課研修等予定」をご覧ください。 

 ４月と５月については内容削減、時間短縮、

会場変更、人数制限などそれぞれの研修会の特

性に応じて開催してきました。 

 ６月については、児童生徒が参加する「オリ

パラ教育授業研修会」「小学校陸上競技大会」

を中止としました。「みさわわくわくゼミナー

ル」については、３回で実施する計画を２回と

し、６月は中止とし、７月と８月で実施します。   

また、幼保小連携教育研究会は、９０名の授業

参観実施では密を避けられないと判断し中止

としました。 

 ７月からは基本的に教職員等の研修は実施、

児童生徒の参加のあるものは規模や内容を縮

小するなど、工夫して実施する予定です。特に、

８月に３日間で実施予定であった「中学生イン

グリッシュ・キャンプ」については、三沢市の

特徴的な行事でありますので、宿泊をなくし、

８月３日の１日で実施したいと考えておりま

した。 

 なお、参加者が他の市町村から広く集まる、

１０月の「東部上北教科研修会」、１１月の「英

語活動科授業研究会」は中止としました。 

 今後、感染の状況によっては変更があるかも

しれませんが、現時点ではこのような計画で進

めていこうと考えておりますことを報告いた

します。 

 以上でございます。 

 

■学校給食センター所長 

 給食用食材の無償譲渡について、ご報告しま

す。４月２１日からの臨時休業に伴いまして、

キャンセルが不可能で入荷した食材を４月２

１日と２２日に給食センターへ来ていただき、

市内２０か所の保育所・幼稚園のうち、希望し

た８つの施設に対して譲渡しました。 

譲渡した食材は、玉ねぎ９６キロ他、資料の

とおりですが、約１１万円相当の食材で、福祉

部子育て支援課に分配していただき、譲渡いた

しました。  

 

■冨田教育長 

その他、各課から報告等ございませんでしょ

うか。 

 

■生涯学習課長 

長らく休館しておりました、生涯学習課所管

の施設であります、図書館、歴史民俗資料館、

公会堂等が再開しております。 

公会堂は、５月１９日から、歴史民俗資料館

は、５月２１日から、図書館は既に時間短縮で

開館しておりましたが、フルサービスは６月か

らとなります。県立航空科学館は、県から６月

上旬を目途にして準備しているとのことです

ので、おおぞら広場も準じて開館できるように

準備して参ります。 

 

■冨田教育長 

 その他、ございませんでしょうか。 

それでは、ただ今の報告に対し、委員からご

質問等ございますか。 

 

（「なし。」と声あり） 

それでは、ないようですので、その他につい

ては、終わります。 

最後に各委員から何かございましたらお願

いします。 

 

■本江委員 

 この情勢の中で、教育委員会には、先を見据

えて、非常に適切な対応をしていただいており
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ます。奨学金の増額など、色々な対応をしてい

ただいています。このように先に動いてくれる

ので、子供たちも市民の方も安心していると思

います。 

また、給食費に関しても保護者が非常にあり

がたいと言っていたと聞いています。先に動い

てくれていることが見えることで、非常に安心

した生活ができると思っております。 

 大変ありがとうございます。 

 

■黒沢委員 

今までに経験したことがないことが、日々起

きていた、この１か月であり、２か月であった

かと思います。 

この中で、改めて、地域の方や保護者の方々

の協力を感じた数か月でもあったと思います。

先生方も勿論ご苦労され、子供たちの休業の準

備などにあたってくださったと思います。 

本江委員もおっしゃっていましたが、先を示

してくれるということで、安心を感じていただ

けたと思います。 

これからも色々なことを進めていく中で、ま

た初めてのことが起きてくると思いますが、子

供たちや市民の方が、それでも明日も頑張って

いこうと思えるような対策が取れたら良いと

思います。 

１つ確認したい点がありますが、例になく、

入学式を迎えてまもなく学校が休業となりま

したが、その間に要保護児童などが増えていた

とか、食事がきちんと摂れない子供がいたとか、

これまで気づかなかった支援の必要な家庭な

ど、環境状況に変化があったかなどの情報があ

りましたら教えてください。 

 

■相沢委員 

 私も、学校の休業期間でこのような子供たち

がどのようにしていたのか、気になっていまし

た。わかる範囲でよろしいので教えてください。

教育相談センターの適応指導室に通っている

子供たちも休業だったと思いますが、どのよう

にしていたのか、また再開し、今までと変わっ

たことがなかったかなどということが知りた

いと思います。 

 また、今後のことですが、感染症対策は、ワ

クチンなどができるまでは、暫く必要であると

思われますが、夏になり暑くなるわけですが、

マスクをしていることで、暑くなると教室での

授業がどうなのか、学校でもそのような対応を

考えていかなくてならないと思います。窓を開

けて換気もしていると思いますが、エアコンが

利用できる学校もできない学校も対応として

十分なのか、今一度考えなければならないと思

い、気になっております。 

 学校の通学に関して、保護者の不安感がどの

程度なのか、以前は集団の中で通学させるのが

心配であるといった保護者もいたと聞いてい

ましたが、今はどうでしょうか。子供たちは、

学校にいても始終マスクをしているわけでも

ないと思いますので、集団生活について不安に

思っている方もいるかと思います。後からでも

よろしいので、情報があったら教えてください。 

 

■立花委員 

 飲食店の関係でも、不景気になってしまい、

準要・要保護の人数が増えたかどうか。給食費

の無償化の説明で、先ほど４月７日現在の人数

が出ていましたが、その人数が昨年度と比べて、

増えたのかを教えていただきたいと思います。 

また、子供たちも暫く家にいて、なかなか体

を動かす機会がなかったので、当然体力が落ち

ていると思います。中国では、マスクをしたま

まジョギングをして亡くなった方がいたとい

う事例がありましたが、急激な体力の回復は、

控えながら、徐々に慣れていかなければならな

いと思います。 

これからは、新たな生活環境で、生活を変え

ていかなければならないのが、通常となり、日

常になってくるという報道もあり、逆にコロナ
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に過剰になり過ぎて、マスクをして走るという

ようなこともありますので、学校の方でもその

ようなことは十分に徹底していだたくようお

願いします。 

 幸いにも、三沢市では、感染者は出ていませ

んが、国でも第２波、第３波が来るとの話もあ

りますので、油断せず、教育委員会で対応して

いただきたいと思います。 

また、臨時校長会は、今後も状況をみながら

続けていく予定ですか。 

 

■冨田教育長 

 委員の皆様から質問を含めての感想をいた

だきましたが、この場で答えられることには、

お答えしたいと思います。 

 まず、子供たちの生活の困り具合など、食事

の事であるとか、準要・要保護について、親御

さんの不安感はどうなのか、新しい生活習慣や

様式についての指導を含めた注意喚起など、ま

た、今後も校長会を続けていくかなど、何点か

ありますので、お答えできることについてお願

いします。 

 

■学校教育課長 

 学校教育課から何点か回答いたします。 

相沢委員からの困り感を持っているお子さ

んについては、４月は８日間休業をしましたが、

各学校では臨時の出校日を設けて、子供たちの

様子を観察し、家庭での生活を確かめる時間を

作っておりました。 

適応指導室では、子供たちがいつでも相談に

行けるように開設しておりましたが、何人かは

来て相談員とお話しておりました。その後も心

配しましたが、休業したことをきっかけに学校

へ通学できるようになった子供も数名あった

と聞いております。 

続いて、換気の事ですが、エアコンのない学

校は、マスクをつけたままの生活で大変暑くな

りますので、各学校の扇風機の保有台数を調査

しており、保有数が少ない学校に貸出するなど

して、できる範囲で対応していきたいと考えて

おります。 

保護者の不安感の事については、各学校から

毎日出席の様子を教育委員会へ報告して貰っ

ておりますが、当初は、出席停止にするという

保護者が、市内で４０人位ありましたが、今週

は、５人以下であったと思いますので、保護者

の不安感も落ち着いてきたという捉え方をし

ております。 

立花委員からの急な体力の回復については、

平日の部活動は１時間程度とし、５月２５日か

らは、平日は２時間程度の通常時間とし、６月

になってから土・日のうち、１日だけ行うこと

とすると校長会で決めております。 

臨時の校長会については、今後も続けていく

予定でおります。 

 

■冨田教育長 

 親御さんの不安感についての出席停止が４

０人という人数は、「体調不良」と「心配のた

め出席停止」を合わせて４０人位ということで

す。先週からは、「心配のため出席停止」とし

ている保護者は、１０人位に減っております。 

 各校長に強くお願いしていることは、授業の

遅れを急いで取り戻すことより、子供たちの不

安感をしっかりと把握して教育相談的な部分

の配慮を十分に行っていただきたい。そして、

食事のことや衣服の汚れなどの生活の様子を

学校で十分に把握して、必要に応じ教育委員会

にお知らせしていただきたい。また家庭での生

活については、地区の民生委員と連携して、家

庭での不具合がないかということを授業のこ

とより重視していただきたいとお願いしてお

りますが、幸いに今のところはそのような報告

はございません。 

 他に課長さん方から補足する事項がありま

したらお願いします。 
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■学校教育課長 

 保護者の不安解消のところでもう一つお知

らせします。 

学校でどのような防止対策をとっているの

か、大変気になることだと思いますが、岡三沢

小学校さんの感染症対策について、マックテレ

ビで先日収録をして、それを今週か来週に放映

することになっております。内容は、朝の検温

の様子、３密を防ぐための方法、消毒のことで、

水道の蛇口・電気のスイッチなど、どうやって

対策をとっているのかをテレビで放映し、保護

者の不安感を少し除きたいと考えております。 

 

■冨田教育長 

 全ての親御さんの不安を解消するのは、難し

いことですが、やれる範囲で、不安解消のため

の情報提供などを行っております。 

 

■立花委員 

 学校での３密の防止対策として、どのように

しているのか、少人数制で行っているかなどを

確認したいのでお願いします。 

 

■学校教育課長 

 木崎野小学校の例では、給食の時に混雑する

ので、２クラスを３クラスに分けるなど工夫し

ております。授業については、まだ把握できて

おりませんでした。 

 

■立花委員 

 授業については、今まで通りの人数で行って

いるということですか。 

 

■冨田教育長 

 授業についても、今までの形ではなく、例え

ば、小学校では通常机を２台付けていますが、

それを離し１台にして座っているとか、窓を２

方向開けるとか、給食の時は通常グループで食

べるのを皆同じに前を向いて座って食べるな

どしています。教室に余裕があれば少人数でで

きますが、クラスの人数や、スペースの問題等

がありますので、各学校でやれる範囲で工夫し

てやっております。 

 

■冨田教育長 

 その他、ございませんでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

以上で、日程は全て終了いたしました。 

これを持ちまして、５月定例教育委員会を閉

会いたします。 

６月定例会の日程ですが、６月２６日 金曜

日 午後２時に開催したいと考えております

がいかがでしょうか。 

（「異議なし。」と声あり） 

ご異議がございませんので、６月定例会は、

６月２６日 金曜日 午後２時からといたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

                   

 

閉会  １５時０４分 

 

 

■会議録署名者 

 

 教育委員  黒 沢 のぞみ 

 

 教育委員  本 江   宏 

 

 書  記  今 村 多美代 

 

  


